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あたって

ご挨拶 東通村長

越 善 靖 夫

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
村
政
の
各
般

に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
全

国
的
な
感
染
拡
大
か
ら
、
村
民
の
皆
様
に
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
、
感
染
予
防

に
努
め
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
我
が
村
の
第
一
次
産
業
は
、
水

稲
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
況
指
数
１
０
５
の

「
や
や
良
」
と
な
り
、
野
菜
類
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
価
格
の
低
下
が
あ
り
ま
し

た
が
、
順
調
に
回
復
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ば
・
大
豆
は
八
月
下
旬
の
豪
雨
に
よ
る
倒

伏
が
影
響
し
、
生
育
不
足
か
ら
減
収
と
な
り
、

畜
産
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
か

ら
、
若
干
の
安
値
傾
向
で
す
が
、
依
然
、
高
値

相
場
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月

に
締
結
し
た
弘
前
大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ

く
調
査
・
研
究
や
、
新
た
な
農
産
物
加
工
施
設

を
含
む
旧
北
部
中
学
校
エ
リ
ア
の
農
業
振
興
拠

点
化
事
業
を
進
め
、
農
業
支
援
基
盤
の
確
立
と

農
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
、
村
の
主
力
で
あ
る
ス
ル

メ
イ
カ
漁
が
、
一
昨
年
に
続
き
不
漁
と
な
り
、
も

う
一
方
の
主
力
で
あ
る
、
サ
ケ
定
置
網
漁
に
お

い
て
も
、
不
漁
だ
っ
た
一
昨
年
の
八
割
程
度
と

近
年
に
な
い
大
不
漁
と
な
っ
て
お
り
、
一
昨
年

よ
り
数
量
、
金
額
で
下
回
っ
て
い
る
状
況
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
漁
に
つ
い
て
も
、
野
牛
・
石
持
両
漁

協
と
も
例
年
以
下
の
水
揚
げ
と
伺
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
主
力
魚
種
と
し
て
は
、
ヤ
リ
イ
カ
が

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
近
年
に
な
い
豊
漁
と
な

っ
た
も
の
の
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヒ
ラ
メ
、
マ
グ

ロ
、
ブ
リ
、
コ
ン
ブ
等
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年

来
の
不
漁
と
な
り
、
特
に
、
コ
ン
ブ
に
あ
っ
て

は
平
年
の
三
割
程
度
と
、
漁
獲
量
の
低
迷
は
長

期
に
わ
た
り
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
次
産
業
が
主
体
の
東
通
村
の
中
で
も
、

水
産
業
は
経
済
活
動
の
根
幹
を
な
す
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
に
県
内
自
治
体
と

し
て
は
初
め
て
、
北
海
道
大
学
と
の
水
産
連
携

協
定
を
締
結
し
、
水
産
資
源
の
調
査
・
研
究
や
、

旧
尻
屋
小
学
校
の
水
産
振
興
拠
点
化
事
業
を
進

め
、
村
の
海
域
特
性
を
生
か
し
た
「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
の
推
進
と
漁
港
・
漁
場
等
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

漁
業
経
営
は
、
水
産
資
源
の
減
少
に
加
え
、

魚
価
の
低
迷
、
燃
油
や
資
材
の
高
騰
な
ど
、
沿

岸
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
漁
業
、
活

力
あ
る
漁
村
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
漁
業
振

興
対
策
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
通
原
子
力
発
電
所
東
北
電
力

一
号
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
の

定
期
検
査
以
降
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
い
、
現
在
も
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
り

ま
す
。

　

東
北
電
力
に
お
い
て
は
、
安
全
対
策
工
事
な

ど
の
完
了
時
期
を
２
０
２
１
年
度
と
し
、
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
準
備
が
整
っ
た
段
階
で

の
再
稼
働
を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
見
通
し
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
東
京
電
力
一
号
機
に
つ
い
て
は
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
、
本
格
工

事
の
開
始
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
頃

を
目
途
に
基
本
的
な
枠
組
み
を
整
え
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
具
体
的
な
見
通
し
は
示

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
第

五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、

２
０
３
０
年
に
向
け
た
対
応
と
し
て
、
原
子
力

発
電
を
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
原
子
力
を
20
か
ら
22
％
と
す

る
電
源
構
成
比
率
を
目
指
し
、
必
要
な
対
策
を

着
実
に
進
め
る
と
し
、
ま
た
、
２
０
５
０
年
に

向
け
た
対
応
と
し
て
、
原
子
力
は
実
用
段
階
に

あ
る
脱
炭
素
化
の
選
択
肢
で
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
な
ど
の
具
体
的

な
方
策
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

当
村
は
、
昭
和
四
十
年
の
村
議
会
誘
致
決
議

以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
村
議
会
や

村
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
や
事

業
者
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
一
貫
し
て
国
策

で
あ
る
原
子
力
政
策
に
対
し
て
、
全
面
的
に
協

力
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
再
三
に
わ
た
り
、
国
及
び
県
、

そ
し
て
両
事
業
者
に
対
し
て
、
早
期
の
再
稼
働
、

早
期
の
工
事
再
開
、
立
地
地
域
へ
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

東
北
電
力
一
号
機
の
運
転
停
止
、
東
京
電
力
一

号
機
の
本
格
工
事
の
中
断
か
ら
十
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
当
村
の
行
財
政
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
年
々
深
刻
さ
を
増

し
、
非
常
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
立
地
地
域
が
お
か
れ
て
い

る
実
情
を
強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
を
大
前
提

と
し
て
、
原
子
力
発
電
所
と
の
共
生
に
よ
る
村

づ
く
り
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
元
経
済
、
行
財
政
運
営
は
、

共
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
将
来

の
村
づ
く
り
を
見
据
え
、
基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
次
産
業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
、
糖
度
を
高

め
た
寒
締
め
野
菜
「
寒
立
菜
」
や
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
」、「
東
通
天
然
ヒ
ラ
メ
刺
身
重
」
等
の
村

産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
施
策
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
の
構
築
に
つ
い
て
は
、

生
活
基
盤
の
根
幹
を
な
す
道
路
整
備
、
防
災
体

制
の
確
立
、
教
育
、
子
育
て
支
援
、
福
祉
、
医

療
を
重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
砂
子
又
バ
イ
パ
ス

が
完
成
し
、
今
後
は
、
白
糠
バ
イ
パ
ス
老
部
工

区
の
更
な
る
進
捗
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
原
子
力
防
災
、
津
波

に
対
す
る
強
靱
な
村
づ
く
り
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

教
育
に
関
し
て
は
、
東
通
村
教
育
大
綱
に
基

づ
き
、
教
育
環
境
デ
ザ
イ
ン
を
積
極
的
に
推
進

し
、
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
育
ん
で
参

り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
無
償

化
の
ほ
か
、
新
た
に
、
保
育
料
や
高
等
学
校
通

学
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
は
、
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
に
努
め
、
村
民
の
健
康
増
進
に
繋
げ
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
通
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
人
口
対
策
に
お
い
て
は
、

子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実
を
柱
に
、「
ひ

と
み
の
里
」
分
譲
事
業
の
推
進
、
創
業
支
援
や

新
た
な
就
農
支
援
の
充
実
等
を
行
い
、
移
住
と

定
住
の
両
輪
に
よ
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

す
。

　

東
通
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
と
工
事
再

開
の
時
期
が
依
然
と
し
て
明
確
と
な
っ
て
お
ら

ず
非
常
に
厳
し
い
経
済
環
境
、
行
財
政
状
況
は

続
き
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
、
行
政
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
、

将
来
の
東
通
村
の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
に
整
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
村
民
が
東
通
村

に
誇
り
を
持
っ
て
頂
く
よ
う
、
皆
様
と
共
に
行

政
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
に
当
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和

三
年
の
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
村
議
会
並
び
に
村
政
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
、
東
通
村
議
会
を
代
表
し

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
十
二
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
確
認
さ
れ
て
以

降
、
感
染
症
が
世
界
中
へ
蔓
延
し
、
人
々
に

公
衆
衛
生
上
の
脅
威
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
の
移
動
と
接
触
を
制
限
す
る
こ
と
に

よ
る
経
済
的
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
春
先

の
価
格
の
低
迷
等
村
の
農
産
物
・
水
産
物
へ

の
影
響
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
末
に
は
改
正
予
防
接
種
法
が
成
立
し
、

ワ
ク
チ
ン
実
用
化
の
動
き
も
加
速
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
で
身
を
守
り
一
日
も

早
く
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
己
の
感
染
は
も
と
よ
り
、
他
人
へ
感
染

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
「
三

つ
の
密
」
の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
や
手
指
消
毒
の
励
行
、
社
会
的
距
離
の
確

保
、
不
要
不
急
の
往
来
や
外
出
の
自
粛
等
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た
村
の
一
年
を
顧

み
れ
ば
、
村
民
一
人
ひ
と
り
そ
し
て
地
域
一

丸
と
な
っ
た
取
組
に
よ
り
交
通
死
亡
事
故
の

発
生
は
無
く
、
昨
年
末
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
四
百
三
日
を
継
続
し
て
お
り
、
今
後
も
途

絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
交
通

安
全
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

台
風
の
発
生
件
数
は
、
例
年
並
み
で
、
12

年
ぶ
り
に
日
本
へ
の
上
陸
こ
そ
な
か
っ
た
も

の
の
、
台
風
10
号
は
西
南
諸
島
や
九
州
を
中

心
に
観
測
史
上
１
位
と
な
る
記
録
的
な
暴
風

や
大
雨
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
岩
手

県
や
山
形
県
で
も
大
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫

す
る
等
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

降
水
量
の
地
域
的
な
変
化
や
線
状
降
雨
帯

の
連
続
発
生
、
高
温
・
海
洋
熱
波
な
ど
の
異

常
気
象
の
頻
発
、
南
極
大
陸
で
の
地
表
温
度

の
上
昇
等
々
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
伴
う
、

特
異
な
気
象
現
象
が
世
界
各
地
で
観
測
さ
れ

て
お
り
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
、

化
石
燃
料
由
来
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の

削
減
や
森
林
再
生
・
森
林
保
全
等
の
状
況
緩

和
へ
の
努
力
に
加
え
、
海
岸
線
の
保
護
・
保

全
、
防
災
・
災
害
管
理
、
新
た
な
作
物
の
開

発
等
の
取
組
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

へ
の
対
処
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業

は
、
８
月
下
旬
の
豪
雨
以
外
は
順
調
な
天
候

に
恵
ま
れ
、
農
業
は
水
稲
を
中
心
に
出
来
秋

を
迎
え
、
畜
産
は
、
依
然
と
し
て
高
値
相
場

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
漁
業
に
あ
っ
て
は

主
力
で
あ
る
ス
ル
メ
イ
カ
漁
や
サ
ケ
漁
は
長

期
に
わ
た
っ
て
漁
獲
量
が
低
迷
し
、
加
え
て

コ
ン
ブ
も
極
端
な
不
漁
で
、
漁
業
経
営
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
弘
前

大
学
そ
し
て
北
海
道
大
学
と
連
携
協
定
を
結

び
農
業
及
び
漁
業
の
再
生
・
振
興
を
推
し
進

め
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
９
月
、
通
算
在
職
期
間
歴
代
最
長
を

記
録
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
約
７
年
８

カ
月
に
わ
た
る
長
期
政
権
に
幕
を
下
ろ
し
、

菅
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
菅
政
権
と
し
て

初
め
て
電
力
政
策
の
在
り
方
を
示
す
こ
と
に

な
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
今
年
の
改

定
に
向
け
た
見
直
し
の
議
論
が
昨
年
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
か
ら
間
も
な
く
10
年
が
経
ち
ま
す
が
、
東

日
本
大
震
災
前
に
54
基
あ
っ
た
国
内
の
原
子

力
発
電
所
は
、
現
在
は
33
基
に
減
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
新
規
制
基
準
施
行
後
に
９
基

が
再
稼
働
し
て
い
る
中
で
、
特
定
重
大
事
故

等
対
処
施
設
の
工
事
の
遅
れ
か
ら
設
置
期
限

が
到
来
し
、
停
止
し
て
い
る
原
発
も
あ
り
ま

す
。

　

政
府
は
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
比
率

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
の
た
め
、
早

期
の
再
稼
働
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
昨
年

12
月
に
は
、
世
界
で
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
る

新
基
準
を
ク
リ
ア
し
テ
ロ
な
ど
を
想
定
し
た

特
定
重
大
事
故
対
処
施
設
を
運
用
す
る
初
め

て
の
原
発
と
な
る
、
九
州
電
力
川
内
原
子
力

発
電
所
１
号
機
が
通
常
運
転
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
政
権
下
で
表
明
し
た
2050
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
と
す
る
国

家
目
標
で
あ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
実
現
に
は
、
原
発
の
新
設
・
リ
プ
レ
ー
ス

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で

あ
る
東
北
電
力
女
川
原
発
２
号
機
も
2022
年
度

の
再
稼
働
が
現
実
味
を
帯
び
て
お
り
、
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
動
向
も
含
め
、
原
子
力
政
策

が
昨
年
後
半
か
ら
よ
う
や
く
前
進
し
始
め
た

こ
と
は
、
我
々
立
地
自
治
体
や
関
係
者
に
と

り
、
こ
の
上
な
い
朗
報
で
あ
り
、
今
後
、
重

要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
原
発
の

必
要
性
や
重
要
性
が
一
層
増
す
中
で
、
東
通

原
発
の
早
期
再
稼
働
へ
向
け
、
大
き
な
弾
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
通
原
子
力
発
電
所
東

北
電
力
一
号
機
の
再
稼
働
、
東
京
電
力
一
号

機
の
工
事
再
開
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
具
体

的
な
見
通
し
は
未
だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
も
国
及
び
県
、
そ
し
て
両
事
業
者
に

対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
早
期
の

再
稼
働
、
早
期
の
工
事
再
開
、
立
地
地
域
へ

の
支
援
な
ど
幾
多
の
課
題
解
決
に
向
け
た
要

望
活
動
を
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
共
議
員
に
と
り
ま
し
て
任
期

４
年
の
折
り
返
し
の
年
に
な
り
ま
す
。
議
員

一
人
ひ
と
り
は
、
村
民
の
負
託
を
受
け
た
代

表
で
あ
る
こ
と
を
常
に
認
識
し
、
議
会
人
と

し
て
広
く
俯
瞰
で
き
る
視
野
と
見
識
を
磨
き
、

さ
ら
に
は
議
会
自
ら
が
信
頼
を
高
め
る
努
力

が
必
要
で
す
。

　

地
方
分
権
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
議
会
の

機
能
強
化
と
自
由
度
の
拡
大
に
向
け
た
動
き

は
、
今
後
も
進
む
と
考
え
ら
れ
、
住
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
役
割
は
、

格
段
に
重
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
は
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
代
表
機

関
で
あ
り
、
住
民
の
意
思
を
最
大
限
尊
重
し

た
う
え
で
、
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表

制
と
し
て
行
政
の
監
視
、
意
思
決
定
な
ど
そ

の
責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
は
、
住
民
の
負
託
を
受
け
た
も
の
の

責
任
と
そ
れ
に
応
え
る
義
務
を
有
し
て
お
り
、

村
民
に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
築

く
た
め
、
議
員
一
同
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
と
、

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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地域住民の安全・防犯対策のため、村へ街路灯寄贈
　

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
む
つ
電
力
セ
ン
タ
ー

（
江
刺
家
公
也
所
長

：

写
真
左
）
と
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
む

つ
営
業
所
（
平
野
孝
徳
所
長

：

写
真
右
）
か
ら
、
村

へ
街
路
灯
が
寄
贈
さ
れ
、
12
月
４
日
（
金
）
に
村
庁

舎
に
お
い
て
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
街
路
灯
の
寄
贈
は
、
こ
れ
ま
で
両
社
が
「
明

る
い
街
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
と
安
全
・
防
犯

に
寄
与
し
た
い
」
と
、
自
治
体
に
対
し
て
行
っ
て
き

た
も
の
で
す
。　
　

　

式
で
は
、「
地
域
社
会
の
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め

活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
江
刺
家
所
長
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
街
路
灯
25
基
、
平
野
所
長
か
ら
取
付
工
事
一
式
の

目
録
が
、
そ
れ
ぞ
れ
越
善
靖
夫
村
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
は
、
村
内
の
老
朽
化
し

た
街
路
灯
の
建
替
え
や
未
整
備
箇
所
に
設
置
し
、
村

の
安
全
・
防
犯
の
為
に
活
用
し
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
火
）、
村
庁
舎
に
お
い
て
、
東

通
村
・（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
「
漁
港
等
の
施
設
の
災
害
復
旧
支

援
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
復
旧
支
援
に
関
し
て

基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
災
害
復
旧
支
援
の

円
滑
な
実
施
に
よ
り
、
村
が
所
管
す
る
漁

港
、
漁
場
、
漁
村
、
海
岸
等
の
施
設
が
被
災

し
た
際
に
、
迅
速
な
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
り
越
善
靖
夫
村
長
は
、

「
安
全
、
安
心
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上

で
、
大
変
心
強
い
。」
と
期
待
を
述
べ
、
続
い

て
、
吉
塚
靖
浩
理
事
長
か
ら
は
、「
今
後
も
地

域
貢
献
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込

み
を
述
べ
ま
し
た
。

漁港施設の災害時に迅速な復旧を支援！
～東通村と（一社）水産土木建設技術センターとの災害復旧支援協定締結式～

協定書を掲げる越善村長（左）、吉塚理事長（右）

越善村長（写真中央）に目録を手渡す

江刺家所長（写真左）と平野所長（写真右）

　

11
月
26
日
（
木
）
、
村
庁
舎
に
お
い
て
、
東

通
村
・
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
大
学
院

水
産
科
学
研
究
院
及
び
水
産
学
部
と
の
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
磯
根
資
源
（
ア
ワ
ビ
、
コ

ン
ブ
、
ウ
ニ
等
）
の
回
復
や
魚
介
類
（
地
ま

き
ホ
タ
テ
、
サ
ケ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
等
）
の
増

養
殖
、
魚
介
藻
類
の
高
付
加
価
値
等
に
関
す

る
調
査
・
研
究
事
業
、
人
財
育
成
及
び
漁
業
技

術
の
高
度
化
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
り
越
善
靖
夫
村
長
は
、

「
水
産
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
非
常

に
心
強
く
、
新
し
い
知
恵
・
技
術
を
是
非
頂

き
た
い
」
と
期
待
を
述
べ
、
続
い
て
、
木
村

暢
夫
研
究
院
長
は
、「
今
後
の
東
通
村
の
水

産
事
業
を
盛
上
げ
、
地
域
貢
献
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

村における水産事業の更なる発展を目指して！
～東通村と国立大学法人北海道大学大学院水産科学研究院及び水産学部との連携協力に関する協定締結式～

協定書を掲げる越善村長（左）、木村研究院長（右）
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11
月
13
日
（
金
）
、
下
北
文
化
会
館

（
む
つ
市
）
に
お
い
て
「
第
五
十
九
回

青
森
県
統
計
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
民
の
方
々
に
対

し
て
統
計
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
統
計
関
係
者
の
意
識
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
１
部
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

統
計
思
想
の
普
及
や
事
務
の
功
績
が

顕
著
な
個
人
・
団
体
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
、
当
村
か
ら
も
左
記
の
１

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待
い

た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

１名の統計調査員が表彰される
～ 第５９回青森県統計大会 ～

　

◎
青
森
県
統
計
協
会
協
会
長
表
彰

　

◎
青
森
県
統
計
協
会
協
会
長
表
彰

　
　

畑
中　

真
由
美
（
小
田
野
沢
）

　
　

畑
中　

真
由
美
（
小
田
野
沢
）

「かんだちくん」が正式に商標登録されました！
　

１
９
９
５
年
１
月
７
日
７
時
９
分
の
誕
生
以

来
、
東
通
村
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
駆
け
回
っ
て
き
た

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」

が
、
２
０
２
０
年
９
月
14
日
、
商
標
と
し
て
正

式
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
を
受
け
、
村
で
は
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」

の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
、
東
通
村
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域

振
興
と
な
る
よ
う
な
事
業
に
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
使
用
申
請
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
等
の
使
用
に
際
し
て
は
、
使
用
目

的
に
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
一
定
の
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
経
営
企
画
課

商
工
観
光
室
（2

7
-
2
1
1
1

）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
「
か
ん
だ

ち
く
ん
」
が
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る

機
会
が
少
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

奥島勝義氏　令和２年度青森県褒章受賞
　

奥
島
勝
義
氏
（
目
名

：

東
通
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
）

が
、
青
森
県
褒
賞
を
受
賞
さ
れ
、
12
月
２
日（
水
）に
村
庁
舎
を

訪
れ
、
越
善
靖
夫
村
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
奥
島
氏
が
永
年
に
わ
た
り
、
目
名
納
税
貯

蓄
組
合
長
及
び
東
通
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
と
し
て
、

率
先
し
て
納
税
思
想
の
普
及
啓
蒙
、
納
期
内
納
付
率
の
向
上

に
努
め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

奥
島
氏
は
、「
村
長
を
始
め
、
村
職
員
や
組
合
員
の
皆
様
の

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
納
税
思
想
の
普
及
及
び
納
期

内
納
付
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
、
関
係
者
へ
の
感

謝
の
言
葉
と
と
も
に
今
後
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
越
善
村
長
か
ら
は
、「
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
」
と
、

受
賞
を
称
え
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

奥
島
氏
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
と
共
に
、
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
し
、
ご
栄
誉
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

青森県褒賞を受賞した奥島氏（右）
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令和２年度青森県原子力防災訓練
　

11
月
11
日
（
水
）、
12
日
（
木
）
に

青
森
県
・
関
係
市
町
村
の
共
催
に
よ

り
、
東
北
電
力
㈱
東
通
原
子
力
発
電

所
１
号
機
を
対
象
に
、
原
子
力
防
災

体
制
の
確
立
、
防
災
関
係
機
関
の
緊

急
時
対
応
能
力
向
上
を
目
的
と
し
、

約
70
機
関
、
約
１
２
０
０
名
（
住
民

参
加
者
を
含
む
）
が
参
加
し
、
原
子

力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
日
の
訓
練
で
は
、
東
通
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で

初
め
て
の
夜
間
の
ヘ
リ
離
着
陸
訓
練

を
実
施
し
、
照
明
設
備
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
夜
間
で
も
安
全
に
ヘ
リ
に

よ
る
輸
送
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

12
日
の
訓
練
で
は
、
白
糠
、
老
部
、

小
田
野
沢
地
区
の
８
名
の
住
民
が
参

加
し
、
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
に
よ
る

空
路
避
難
訓
練
、
野
牛
、
古
野
牛

川
、
入
口
、
稲
崎
、
東
栄
地
区
の
28

名
の
住
民
が
参
加
し
、
バ
ス
に
よ
る

陸
路
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
陸
路
避
難
訓
練
の
途
中

で
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布
訓
練

を
実
施
し
、
緊
急
時
の
配
布
手
順
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
青
森
市
の
避
難

所
と
想
定
し
た
東
通
村
体
育
館
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
た
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
を
実
施
し
、
参
加
住
民
の
皆
さ
ん

に
検
温
、
手
指
の
消
毒
、
健
康
確
認

を
行
い
、
発
熱
者
と
エ
リ
ア
を
分
け

る
な
ど
、
感
染
症
流
行
下
で
の
対
応

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中

学
校
が
参
加
し
生
徒
等
が
東
通
中
学

校
屋
内
運
動
場
へ
屋
内
退
避
す
る
訓

練
、
老
健
の
は
な
し
ょ
う
ぶ
で
は
、

福
祉
車
両
等
に
よ
る
避
難
行
動
要
支

援
者
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
通
中
学
校
屋
内
運
動
場
や
村
内

一
部
の
医
療
福
祉
施
設
に
は
放
射
性

物
質
放
出
後
も
一
定
期
間
滞
在
で
き

る
設
備
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
設

備
の
起
動
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
防
災
無
線
、
広
報
車
等

に
よ
る
住
民
へ
の
広
報
訓
練
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
よ
る
村
内
関
係
施

設
へ
の
情
報
伝
達
訓
練
、
村
内
医
療

福
祉
施
設
で
の
屋
内
退
避
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
住
民

の
皆
さ
ん
は
原
子
力
災
害
時
の
行
動

等
を
確
認
し
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
は
、
原
子
力
防
災
対
策
に
万
全

を
期
す
た
め
、
今
後
も
定
期
的
に
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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12
月
４
日
（
金
）
、
５
日
（
土
）
、
こ
ど

も
園
ひ
が
し
ど
お
り
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

こ
ど
も
園
ひ
が
し
ど
お
り
第
９
回
お
ゆ
う

ぎ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
と
し
て
、
０
～
２
歳
児
と
３
～
５

歳
児
で
日
に
ち
を
分
け
、
入
場
者
を
制
限

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
日
に
行
わ
れ
た
０
～
２
歳
児
の
発
表

で
は
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
、
笑
顔
の

弾
け
る
お
ゆ
う
ぎ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
会
場
か
ら
は
「
可
愛
い
～
」
と
い
う

声
も
聞
こ
え
、
大
き
な
拍
手
の
中
、
お
ゆ

う
ぎ
会
初
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

５
日
に
行
わ
れ
た
３
～
５
歳
児
の
発
表

で
は
、
懐
か
し
の
曲
か
ら
今
流
行
り
の
曲

な
ど
多
種
多
様
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
歳
児
最
初
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
『
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ

Ｅ
』
で
始
ま
り
、
最
後
の
『
栄
冠
は
君
に

輝
く
』
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！

　

３
歳
児
は
ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
を
披
露

し
、
最
後
に
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
『
ア
ニ

メ
メ
ド
レ
ー
』
を
全
員
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

ト
リ
を
務
め
た
５
歳
児
は
年
長
さ
ん
ら

し
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
発
表
の
連
続

で
、
流
行
中
の
『
鬼
滅
の
刃
』
や
マ
ジ
ッ

ク
を
披
露
し
た
り
、
着
物
を
着
こ
な
し
艶

や
か
に
舞
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
『
こ
ど
も
園
２
０
２
０
メ
ド
レ

ー
』
で
は
【
嵐
】
な
ど
を
含
む
10
曲
と
い

う
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
で
第
９
回
お
ゆ
う
ぎ

会
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

元気いっぱい笑顔いっぱい！楽しくおゆうぎ披露！
～ こども園ひがしどおり第９回おゆうぎ会 ～

１歳児１歳児
『 ひょっこりひょうたん島』『 ひょっこりひょうたん島』

３歳児３歳児
ゆず『恋、弾けました。』ゆず『恋、弾けました。』

５歳児５歳児
NiziU『Make you happy』NiziU『Make you happy』

５歳児５歳児
『雪恋華』『雪恋華』

５歳児５歳児
嵐『A・RA・SHI』嵐『A・RA・SHI』

１歳児１歳児
『 ドラネコロックンロール』『 ドラネコロックンロール』

２歳児２歳児
『うちゅうにムチュー』『うちゅうにムチュー』

４歳児４歳児
SMAP『SHAKE』SMAP『SHAKE』

４歳児４歳児
『栄冠は君に輝く』『栄冠は君に輝く』

５歳児５歳児
2020 メドレー【嵐入場】2020 メドレー【嵐入場】

０歳児０歳児
『チャオ！チャオ！チャオ！』『チャオ！チャオ！チャオ！』

２歳児２歳児
『あしたも笑顔で』『あしたも笑顔で』

３歳児３歳児
『ツッパリ High School Rock’n Roll』『ツッパリ High School Rock’n Roll』

４歳児４歳児
『もうサイコー！』『もうサイコー！』

５歳児５歳児
『ハッピーウェディング前ソング』『ハッピーウェディング前ソング』
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第４回下北ジオパーク学習・活動発表会が開催されました！
　

12
月
５
日
（
土
）、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
を

会
場
に
「
第
４
回
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
・

活
動
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
北

地
域
内
の
各
学
校
や
団
体
が
取
り
組
ん
だ
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
学
習
や
活
動
の
成
果
発

表
を
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
っ
た
ほ
か
、
児
童
・

生
徒
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
壁
新
聞
、
作

品
な
ど
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
通
村
か
ら
は
、
東
通
小
学
校
４
年
生
の

児
童
が
壁
新
聞
の
展
示
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
通
小
学
校
で
は
、
１
・
２
年
生
の
「
生
活

科
」、
３
～
６
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
、
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
「
東
通
科
」

と
し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
展
示

し
た
４
年
生
で
は
村
の
特
産
品
や
食
文
化
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
が
、
そ
の
学
習
の
中
で
、

村
が
誇
る
漁
業
や
東
通
牛
、
べ
こ
も
ち
と
い

っ
た
食
文
化
に
つ
い
て
調
べ
、
壁
新
聞
を
制

作
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
来
場
者
は
、
各
学
校
・
団
体
の
発

表
を
通
じ
て
下
北
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る

様
々
な
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
学
習
や
取
り

組
み
を
知
り
、
地
域
の
魅
力
や
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
で
展
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
や

壁
新
聞
は
、
令
和
３
年
１
月
９
日
（
土
）
～

17
日
（
日
）
の
期
間
中
、
む
つ
来
さ
ま
い
館

２
階
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
下
北
ジ
オ
パ

ー
ク
ポ
ス
タ
ー
展
」
と
し
て
発
表
映
像
と
と

も
に
再
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
「
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
ポ
ス
タ
ー
展
」
へ

も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
成
果
や
同
館
の
新
し
く
な
っ
た
「
下
北

ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
も
見
学

し
な
が
ら
、
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

（写真左から）べこもち・東通牛・農業や漁業について壁新聞を制作しました。
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新型コロナウイルス感染症の本当の怖さって何だろう？
～それぞれの立場で考えてみよう～

感染のリスクは様々なところに潜んでいます。それぞれの立場で考え行動し、新たな被害を食い止めてい

けたら、少しだけ不安や差別が世の中から無くなるかもしれません。

力を合わせて負のスパイラルを断ち切りましょう。　　　　　　　　　　　　　　《出典：日本赤十字社》
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《東通消防署からのお知らせ》
薪ストーブによる火災に注意しましょう！

漆漆下北管内で薪ストーブを起因とする火災が頻発しています。
漆漆原因は煙突貫通部（煙突が壁を突き抜ける部分）が「低温着火」したものと推定されます。

○低温着火とは・・・
漆漆煙突貫通部の熱が周囲の木材に伝わり水分が徐々に減少して炭化することにより低温でも発火する現象
を低温着火と言います。

○発生しやすい箇所は・・・
漆漆薪ストーブ本体付近の「壁」。煙突が貫通する「床」や「壁」や「屋根」。

○予防策は・・・
漆漆薪ストーブ本体の設置は「前方に1.5m」「側方・後方に1ｍ」可燃物から距離をとる。
漆漆煙突貫通部は厚さ10㎝以上の不燃材（めがね石等）で覆うこと。
漆漆煙突貫通部にスレート管のみ設置した場合は有効な遮熱効果が得られず危険です。

○その他にも注意事項が・・・
漆漆薪ストーブの周りに洗濯物など燃えやすいものを置かない。
漆漆薪ストーブから離れる際は扉やフタを確実に閉める。
漆漆焚き口に不燃材のたき殻受けを設置する。また取灰は確実に

消火していることを確認する。
漆漆煙突内にタールが溜まると燃え上がることがあるので定期的

な清掃を心掛ける。

【防災とボランティア週間】
漆漆平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災を機に災害時のボランティアと平常時における自発的な

防災活動の重要性を受け、毎年1月15日～21日の一週間を防災とボランティア週間と設けられました。
　防災とボランティア週間とは、災害時におけるボランティア活動の認識を深めるとともに、災害への
備えの充実強化を図ることを目的とした週間です。
　また近年、災害等が多く発生していますので身の回りの防災グッズを確認し、災害時に備えましょう！！

【文化財防火デー】
漆漆昭和24年1月26日に世界最古の木造建造物である法隆寺の金堂が炎上したことを受け、昭和30年1月26

日を「文化財防火デー」と定め、国民の文化財愛護に関する意識の高揚を図っています。
　　皆様も身の回りの防災に対しての意識を高め、貴重な文化財を災害から守りましょう。
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不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届

き
ま
し
た
ら
、
銀
行
、
郵
便
局
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
と
き
に
は
、

申
告
を
す
る
と
不
動
産
取
得
税
が
軽
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
２
２-

８
５
８
１(

内
線
２
０
８)

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
疾
病
に
は
、
肺

が
ん
、
中
皮
腫
、
石
綿
肺
、
び
ま
ん
性

胸
膜
肥
厚
、
良
性
石
綿
胸
水
な
ど
呼
吸

器
系
疾
病
が
多
く
、
そ
の
潜
伏
期
間
は

石
綿
を
吸
っ
て
か
ら
30
年
以
上
と
非
常

に
長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
呼
吸
器
系
疾
病
が
石
綿
を

吸
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
方
に
は
、
国
が
運
営
す
る
労
災
保

険
制
度
も
し
く
は
石
綿
健
康
被
害
救
済

制
度
か
ら
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

も
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
の
中
で
、

仕
事
で
石
綿
を
取
扱
い
、
ま
た
吸
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
等
の

呼
吸
器
系
疾
病
に
罹
っ
た
方
、
も
し
く

は
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
青
森
労
働
局
労
災
補
償
課
、
ま
た

は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
労
働
局
労
災
補
償
課

　

☎
０
１
７
５-
７
３
４-

４
１
１
５

〈
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？
〉

〈
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？
〉

　

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ

型
肝
炎
に
感
染
し
た
と
認
め
ら
れ
る
患

者
に
対
し
病
態
に
応
じ
て
50
万
円
～
３

６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ

る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
を
相
手
に
訴
訟
を
し
て
証
拠
に
基
づ

き
救
済
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
国
と
和
解
等
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時

◆
日
時　

２
０
２
１
年
１
月
23
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
18
時

◆
内
容

◆
内
容

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
が
、

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁
護
士

に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）

◆
対
象

◆
対
象

Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
ご
家
族

（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
）

◆
電
話
相
談
の
番
号

◆
電
話
相
談
の
番
号

　

☎
０
２
２-

７
２
１-

３
０
７
２

　

☎
０
２
２-

７
２
１-

３
０
７
３

予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会
日
時

に
直
接
お
電
話
下
さ
い
。

◆
無
料
電
話
相
談
会
に
つ
い
て
の

◆
無
料
電
話
相
談
会
に
つ
い
て
の

　

問
合
せ
先

　

問
合
せ
先

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
事

務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務
所

内
）

　

☎
０
１
２
０-

７
６-

０
１
５
２

『
一
般
社
団
法
人
し
も
き
たT

A
B
I

あ

し
す
と
』
で
は
、
観
光
を
通
じ
て
下
北

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
の
皆
様
に
も
喜
ば
れ
る

観
光
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
「
観
光

に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
」
（
ア
ン
ケ

ー
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
北
半
島
を
観
光
で
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
、
是
非
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
！

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
５
名
様
に
豪
華
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
！

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
画
面

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
画
面U

R
L

U
R
L

https:/
/
fo

rm
s.g

le
/
m

dL
8
4
w

A
K
E

H
qA

J
dpt6

◆
回
答
期
限　

◆
回
答
期
限　

　

令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で

◆
お
願
い
・
ご
注
意

◆
お
願
い
・
ご
注
意

・
回
答
は
ひ
と
り
に
つ
き
１
回
の
み

・
い
た
だ
い
た
回
答
は
、
個
別
に
利

用
・
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん

・
入
力
い
た
だ
く
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
へ
の
ご
連

絡
の
他
、
当
団
体
が
企
画
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

ご
案
内
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

し
も
き
たT

A
B
I

あ
し
す
と

　

☎
０
１
７
５-

３
１-

１
２
７
０

　

〈
蜜
蜂
の
飼
育
届
に
つ
い
て
〉

　

〈
蜜
蜂
の
飼
育
届
に
つ
い
て
〉

　

養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

25
年
か
ら
、
趣
味
で
蜜
蜂
を
飼
育
す
る

場
合
で
も
飼
育
届
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

　

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
所

定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

令
和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、

住
所
地
の
地
域
県
民
局
畜
産
担
当
課
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
（
手
数
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
）

　

※
飼
育
届
用
紙
は
、
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
地

域
県
民
局
畜
産
担
当
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
中
に
飼
育
届
を
提

出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
県
民

局
か
ら
直
接
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　

※
花
粉
交
配
用
の
た
め
に
、
蜜
蜂
を

一
時
的
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
の
飼
育

届
の
提
出
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
（
花
粉
交
配
時
期
以

外
も
）
飼
育
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
蜜
蜂
飼
育
届
の
義
務
に
つ
い
て
」
を

参
照
、
又
は
下
北
地
域
県
民
局
地
域
農

林
水
産
部
畜
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

下
北
地
域
県
民
局
地
域

農
林
水
産
部
畜
産
課

　

☎
２
２-

８
５
８
１　

内
線
２
４
２

ＱＲコード

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

『
全
国
一
斉

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

『
全
国
一
斉

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

無
料
電
話
相
談
会
』

無
料
電
話
相
談
会
』

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
石
綿

肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
石
綿

関
連
疾
病
に
罹
っ
た
方
へ
の

関
連
疾
病
に
罹
っ
た
方
へ
の

補
償
・
救
済
の
お
知
ら
せ

補
償
・
救
済
の
お
知
ら
せ

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
に

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
に

つ
い
て

つ
い
て

「
観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
」

「
観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
」

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い
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建
築
配
管
施
工
時
に
必
要
な
各
種
配

管
材
料
の
取
扱
及
び
加
工
方
法
や
各
種

溶
接
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し

関
連
職
種
へ
の
再
就
職
を
目
指
す
公
共

職
業
訓
練
で
す
。

◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員　

20
名

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
（
月
）
～

　

令
和
３
年
２
月
10
日
（
水
）
ま
で

◆
訓
練
期
間

◆
訓
練
期
間

　

令
和
３
年
４
月
７
日
（
水
）
～

　

令
和
４
年
３
月
17
日
（
木
）
予
定

◆
受
講
資
格

◆
受
講
資
格

職
業
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関

す
る
必
要
な
技
能
及
び
知
識
を
習
得

し
よ
う
と
す
る
方
。

◆
応
募
手
続

◆
応
募
手
続

入
校
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

◆
訓
練
場
所

◆
訓
練
場
所

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

◆
受
講
料

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教
科
書
、

用
品
代
等
は
自
己
負
担
）

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

む
つ
市
文
京
町
31-

１

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４

　

パ
ソ
コ
ン
の
取
扱
い
、W

o
rd

、

E
x
c
e
l

、P
o
w

e
rP

o
in

t

に
関
す
る
知

識
・
技
能
の
習
得

◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員　

15
名

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

令
和
３
年
１
月
12
日
（
火
）
～

　

令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）

◆
訓
練
期
間

◆
訓
練
期
間

　

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
～

　

令
和
３
年
５
月
25
日
（
火
）

◆
受
講
資
格

◆
受
講
資
格

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
行

っ
て
い
る
方
。

離
職
者
等
で
職
業
に
必
要
な
技
能
及

び
知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
方
。

◆
訓
練
場
所

◆
訓
練
場
所

　

青
森
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

（
む
つ
市
金
谷
）

◆
受
講
料

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
）

（
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
検
定
料

合
計
３
０
，
０
０
０
円
程
度
）

※
当
該
訓
練
は
、
訓
練
希
望
者
の
応

募
状
況
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

　

む
つ
市
文
京
町
31-

１

　

☎
０
１
７
５-

２
４-

１
２
３
４

◆
募
集
訓
練
科
名
・
募
集
定
員

◆
募
集
訓
練
科
名
・
募
集
定
員

　

・
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
科　

15
名

　

・
Ｏ
Ａ
事
務
科　
　
　
　
　

15
名

　

・
作
業
事
務
科　
　
　
　
　

10
名

◆
募
集
期
間

◆
募
集
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
４
日
（
木
）

◆
入
校
試
験
日

◆
入
校
試
験
日

　

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

◆
試
験
方
法

◆
試
験
方
法

職
業
適
性
検
査
、
面
接
（
作
業
実
務

科
は
保
護
者
同
伴
）

◆
対
象
者

◆
対
象
者

知
的
障
害
の
な
い
方
及
び
知
的
障
害

の
あ
る
方

◆
訓
練
期
間

◆
訓
練
期
間

　

１
年
間
（
４
月
～
３
月
）

◆
試
験
会
場

◆
試
験
会
場

　

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

◆
合
格
発
表

◆
合
格
発
表

　

令
和
３
年
２
月
18
日（
木
）午
前
９
時

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先

　

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

　

弘
前
市
緑
ヶ
丘
１-

９-

１

　

☎
０
１
７
２-
３
６-

６
８
８
２

★
年
末
年
始
お
休
み
の
お
知
ら
せ

★
年
末
年
始
お
休
み
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月
４
日

（
月
）
ま
で
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

新
年
は
１
月
５
日
（
火
）
か
ら
開
館

い
た
し
ま
す
。

◆
シ
ア
タ
ー
上
映

◆
シ
ア
タ
ー
上
映

　

〇
10
時
～
・
15
時
～

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
制
作
の
名
作

ア
ニ
メ
集
！
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん

（
全
８
話
）
」

　

〇
12
時
～

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
ワ
ー
ル
ド
「
グ
レ
ー
ト
・

ノ
ー
ス
／
北
極
圏
に
生
き
る
」

◆
場
所　

◆
場
所　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

◆
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

◆
つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
教
室

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
開
催
し

ま
す
。
開
催
時
間
は
、
直
接
当
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

『
風
船
電
話
を
つ
く
ろ
う
！
』　

　

※
参
加
費
・
予
約
不
要

◆
場
所

◆
場
所

　

つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
コ
ー
ナ
ー

※
諸
事
情
に
よ
り
、
各
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳

細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

◆
問
合
せ
先　

む
つ
科
学
技
術
館

　

☎
２
５-

２
０
９
１

　

FAX
２
５-

２
０
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
:/

/
w

w
w

.jm
sfm

m
l.o

r.jp
/
m

sm
.

htm

「
配
管
科
」
受
講
生
の
募
集

「
配
管
科
」
受
講
生
の
募
集

募　
　

集

募　
　

集

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
Ｉ
Ｔ

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
「
Ｉ
Ｔ

応
用
科
②
」
受
講
生
募
集

応
用
科
②
」
受
講
生
募
集

令
和
３
年
度
訓
練
生
の

令
和
３
年
度
訓
練
生
の

募
集
に
つ
い
て

募
集
に
つ
い
て
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除雪機を貸し出しいたします
　村では、老人世帯等の除雪に役立てていただくために、要望に応じて部落会などに対

して除雪機の貸し出しを行っております。

【貸し出し期間】【貸し出し期間】　１回の貸し出しにつき５日以内

【使用 の 条 件】【使用 の 条 件】 

　使用料は無料です。ただし、燃料は満タンの状態で貸し出しいたしますので、使用した分は使用者が補充し、満タン

にしたうえで返還してください。使用者は運搬等に必要な軽トラック等を準備してください。

　使用に際し、自責他責を問わず事故あるいはケガを負った場合、その責は使用者が負います。

※詳しくは、村ＨＰ又は、経営企画課（電話２７－２１１１）へお問い合わせください。
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（

）

月
届
出
分

１1

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ
て
ほ
し
く
な

い
方
は
届
出
の
際
に
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

★
お
誕
生
お
め
で
と
う

圓　

子　
　
　

恵（
敏　

紀
）古
野
牛
川

山　

本　
　
　

粋（　

透　

）砂
子
又

石　

田　

蒼　

輝（
航　

貴
）猿
ケ
森

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う

鈴　

木　

功　

太
（
む
つ
市
）

横　

山　

聖　

花
（
目　
　

名
）

川　

村　

雅　

彦
（
小
田
野
沢
）

川　

口　

元　

美
（
小
田
野
沢
）

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

菊　

池　

松　

蔵
（
目　
　

名
）
63
歳

遠　

山　

政　

子
（
白　
　

糠
）
88
歳

鉄　

炮　

泰　

三
（
尻　
　

屋
）
83
歳

坂　

本　
　
　

敏
（
老　
　

部
）
70
歳

相　

内　

三
之
助
（
老　
　

部
）
90
歳

東　

田　
　
　

明
（
桑　
　

原
）
80
歳

中　

村　

昭　

喜
（
入　
　

口
）
83
歳

大　

場　

昭　

治
（
野　
　

牛
）
93
歳

畢　

本　

か　

せ
（
岩　
　

屋
）
91
歳

坂　

本　

す　

ゑ
（
老　
　

部
）
92
歳

住
民
の
窓

住
民
の
窓

（（満

１

歳

で

～

す

！
成田隆志さん（白糠）の

長女 緒
お

　音
と

 ちゃん

（（

東通村郷土芸能保存連合会発表会開催中止のお知らせ

　１月上旬に開催を予定しておりました「第５５回東通村郷土芸能保存連合会新春発表会」

は、新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため中止することと致しました。

　開催を心待ちにされていた皆様には大変申し訳ございませんが、ご理解ご協力をお願い

申し上げます。

東通村郷土芸能保存連合会　


